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されてきた（Vygotsky, 1987; Wertsch, 1985）。言語化
（verbalization）とは、自分自身の考えや思いを言語で
産出する行為である。言語化は、第二言語習得（Second 
Language Acquisition: SLA）研究（以下、SLA 研究）
では languaging（Swain, 2006）として、心理学研究
で は 自 己 説 明（self-explanation; Chi, Bassok, Lewis, 








































aloud method）と類似している（Ericsson & Simon, 
1993）。これまでに発話思考法を通して、人間の認知


















の背景は、1900年代初期の Lev Vygotsky の研究にま
で遡る。彼は、幼児の行動観察を通して発話の発達モ
デ ル（ 図₁;Lidstone, Meins, & Fernyhough, 2010を
参照）を提唱した。この理論が languaging の効果を
























































































































れる（Chi et al., 1994; Rittle-Johnson & Loehr, 2016）。
なお、この定義は languaging の定義と共通する。自
己説明の理論的背景には概念理解を基礎とする理論が












Johnson & Loehr, 2016を参照）。
























































い る（Berry, 1983; Gagné & Smith, 1962; Johnson & 







きくすると考えられている（Booth, Lange, Koedinger, 
& Newton, 2013; Gadgil, Nokes-Malach, & Chi, 2012; 







最 後 に、Rittle-Johnson and Loehr は、 説 明 の 促
しの操作により自己説明の効果が変化するのでは
ないかと主張している（国内の関連研究として、深







Johnson and Loehr は、例えば物理の課題の場合には、
why-explanation prompts よ り も how-explanation 
prompts のほうが適切な発話の促しであると推察して























した文法学習（Swain et al., 2009; Ishikawa & Suzuki, 
2016）や 英 作 文 を 通 し た 文 法 学 習 と 誤 り の 修 正
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も研究が行われてきた（Bielaczyc, Pirolli, & Brown, 
1995; Wong, Lawson, & Keeves, 2002等）。また自己
説明をさせる材料の操作（例えば、図の有無、結束
性の程度）がなされてきた（Ainsworth & Burcham, 
2007; Ainsworth & Loizou, 2003; Ozuru, Briner, Best, 
& McNamara, 2010）。あるいは認知特性による効果
の違い（例えば、ワーキングメモリ容量）の研究がな
さ れ て き た（Redifer, Therriault, Lee, & Schroeder, 
2016）。さらに自己説明の発想を実装した教育支援シ
ステムやアプリケーションの評価研究もなされてき
た（McNamara, Levinstein, & Boonthum, 2004; Snow, 
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史がある（Ericsson & Simon, 1993を参照）。例えば、認知課
題や問題解決の過程を可視化するために研究が行われてき
た（Miyake, 1986）。その一方で、言語化が学習を促進する















多くある（Depape, Hakim-Larson, Voelker, Page, & Jackson, 
2006; Oliver, Markland, & Hardy, 2010; Oliver, Markland, 








えば、Ellis, 2015; Gass, Behney & Plonsky, 2013; Lightbown, 
& Spada, 2013）。このことから、今後も languaging に関する
研究は広がっていくと予想される。







とが指摘されている（Legare & Lombrozo, 2014; Williams & 
Lombrozo, 2010）。例えば、就学前の子どもが自己説明を促
されると、対照群と比較して、情報の詳細は抜け落ちてしま
うが、知識の転移を必要とする課題では課題成績が高かった
ことが報告されている。このことから、この領域固有的な議
論は、今後も積極的かつ慎重に議論を進める必要がある。
　
（平成29年₉月29日受理）
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